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１．はじめに 
電 と 電 を た に を生 を

た に を生 る で り，新たな に基

電 や の 用が期待されている。し

し発 が い， が さいな の が り の

な 構 されていない。 の に て フ

ック材料が に 発されている。 フ ック

材料の 発に に， の 性 と 電 を

合する， 合 の 構成 に させる，とい

りの 法が する。 研究で に る ス

Fe F に 目した。 F
 0 で 電性，  50 で

性を す フ ック 質で る。 性子

実 によると ， で Cm で， 子

が a  5  ，b  5  ，c  4 0 ，α  γ  0 °，β  
 °で り， で に の 生 ない。 ，

で ， Pm m で， 子

a  b  c  4 0 4 で る 。 の研究により， 子

位 を フ させることで， 電性を する を

ことが ている。また， に る 電 の大

な が されていることや ， を した Fe の

用が されていること 4 な ら， F の

フ ック 性を してい ために の フ に

いて することが で る。 
研究で ，フラックス法で 成した F に

ラフ F を 用した。 F と ， ラ

フ の技術を 子のス に 用した実 法の で

る。 F で ， 質に を した に発生する

を 用する。 の の と， れが

りの 子に された の の との が，

F a のよ に こる。これにより， の が

を によ て ず に する。これ の

ラフ と のため と れ

ている。また， F に の が る。

を 的に しにしたよ に るため

ス と れている。F のよ に 質 の

と， れが 子に された の

との が こる。 の を るとこの の

合が するために， を発する 子 て る の

ず に する。これにより，発生する の
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する。これを することで ラ を るこ

とがで る。 で ， と の が

を発する 子 の のに されるが，

ス で に することが 能となる。 の

実 で この を生 して， 料に して の

を しず て， の ラ 5 0 らい を

している。これを ら合成 生 をすることで，

ラフ 技術が 的に る を す

ることがで る 5 。な ， ラ の大 さ の

と して 0  と めて さいことや の

で を こと ら， 法に ，

な が で る。 

これまで れて た 子 や

構造 とい た構造 で 料を用いて り， 
的な し られな た。し し， F 法で

料を用いて り， した 子 りの 的な

を ることがで る。 F と の 的な ラク

電 で る M に してこの 法が 用され，

構造の に成 している 。 に， F の 合，

を める Fe と を することが 能で り，

性を Fe に 目した が 能で る。 のこと

ら， 法を F に 用することで， 位 の フ

に して 用な が られると期待される。 

． 方  
F の フラックス法で 成した。 料

の 5 0  ，Fe 0  ， 5 5  にフ

ラックスとして を 5 ， に した。

の ッフ にて し 4  で した ，

0 h で  まで ，さらに 5 h で 0  まで

した。 の ， を り し， なフラックス

を で することで， 成した を り した。

電子 を用いた により， 成

が 0 Fe0 0 5 で ることを した。また， 面

ラ 法による 位 ， による

を た。 S n の 0 で実 し， の

に 0 4  を用いた。さらに，

M S G M MS により を た。

00 00 ， te  で る。 
られた を用いて， F 実 を た。実 ，

S n の で実 した。 00 00 
で る。 に いて， 0 °    5 °

の  °ス ッ ， 0 °    0 °の 0 5 °ス ッ

で る。 の 0 e ， Fe
K 4 e で る。 として ラ フ

を 用した。 として

を用いた。 
 

．結 と  
フラックス法により られた の を F a に す。

F を して り，4 mm の 面 で

た。 られた のラ を F に す。 い

が にな ているのが られ， とな ているこ

とが で る。また 料の 部 00 面で る

ことが た。 に 成した を にすり して

した を F に す。 な F
の ク られ， で ることが で た。また，F
に の を す。 が がる が

し， 5  で な クが られる。このこと

ら， 5  で ることが る。また， F 0 
でス ラス の が ラ ラに

される 性の な となる。 になる の

性 に ため， が すると られる。 

F 4 a ， に F 実 より られた 00 00 
に る Fe K の ラ を す。 らの ラ  
 

 

 
F 1  P e  XF  ( ) N  e  (b) e e e  
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に が られ，質の い ラ を する

ことがで た。 00 00 に る，Fe の Z   
の面 F 5 a を 生した 子 を F 5 に す。

00 ， 00 の 子 の ら で した の

子位 に な 子 が られた。 ， にな

る の により 子 の がる ずで る。

し し， の の に 目すると， の を し

ていることが る。このこと ら， の より

による 子 みの が大 な ていることが

される。 ， の の 子 の や をより

に することで， フ の や大 さを して

いる。また， が 0 e の ラ

で 生を たが， ， で実

を い，より の 子 を る で る。 

F る 性やス ラスとい た ，

用により生 ると られている。 の

用 に Fe Fe の 合に すると れているが，

Fe Fe の 合によ て 生 ることが されている

4 。 ，Fe Fe の 合と 的な フ の

性を ら にすることがで れ ， F の に して

な を ることがで る。 のために，より 的

い で F を い， フ の 性

を ることが で る。また， の と合 せて 性

の を い， 性と みの が のよ に している

の を ることで，Fe Fe の 合の や の 構に

いて ら になると られる。 

．結  
フラックス法により F の 成を た。 の ，

4 mm の 面 が られ，ラ 法により

とな ていることを した。 られた を用いて

F を た ， 00 に る の 子

の が， より いことが た。このこと

の より による 子 みの が大 いこと

を している。 ， フ と との 性を

ることで， 性と 電性の に いて な

が られると られる。 
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